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　Apharrnacological　 study 　was 　 rnade 　 on 　the　parasitic　fungus，
‘
（Jstigago　 esculenta （ひ 6．）

’
of　the

Ustllaginaceae　Family 　in　the　Class　of 　Heterobasidiomycetes ．　 When 　the　plant
‘Zigania　 latffoiia’is

illfected　with 　U．e．，the　shoots （or 　culm 〕 of　the　plant　become 　swQUen ．　 This ‘hypertrophied　sprout 　Qf

Z．latffJlia’is朋 ed 　with 　a　mass 　of　the　sporogenous 　hyphae　of　the　s．mut 　fungus．　 Chinese　people 　have
been　cultivating 　this　plant　and 　eating 　the　fungus−infected　swollen 　shoots 　fQr　more 　than　400　years ．

1）

乃 9α 7洳 latrf）！ia　grows　in　Japan，　and 　in　some 　area ，　it　is　cultivated ．　 It　was 　used 　as 　a　crude 　drug　from
an 　ancient 　time ．2｝　Several　papers 　report 　botanical　studies 　on 　the　host・parasite 　relati 〔mships 　between
廿le 　fungus　 and 　the　plant ．

3｝
　However

，
　 no 　 systelnatic 　pharmacolugical　 studies 　olユ こ」．　e．　have　been

reported ．　 Therefore，｛n　the　present 　study ，　we 　examined 　the　pharmacQlogiGal 　effects 　of　 U．e．　in
general 　using 　lnice ．　 U ．　e．　did　not 　cause 　any 　marked 　effects　on 　the　general　behavior　and 　locornQtor
activity 　of 　mice 　suggesting 　that　it　had　no 　e偸 ct　on 　the　ccntral 　nervous 　system ，　 However ，〔〃 ．　was
shown 　tQ　produce 　acetylcholine ．like　reactions 　on 　isolated　guinea ．pig　Heal　smooth 　muscles ，　suggesting
that　it　had　some 　interesting　effects 　on 　the　autonomic 　nervous 　system ．

Keywerds ・− Zi2ania傭 麹 磁 ∫ Ustigago　 escu ！enla ；smut ；fungi

　イ ネ 科 植 物
‘

コ モ （菰 ）Zi2ania　gattfoJia　TURcz，’に寄 生

す る
‘
ク ロ ボ キ ン （黒穂菌） Ustilago　esculenta 　P．　HENN ∴

クロ ホ 属 Ustilago
， ク ロ ボ 科 Ustilaginaceae

， ク ロ ボ 菌 類

Ustilagineae，ク ロ ボ 菌 目 Ustilaginales，異 担 子 菌 綱

Heterobasidiomycetes，真 菌 類 Truefungi4−alb ・c）の 菌 体

凍結乾燥物 の H ，O 抽出液 の 薬 理 作 用 を し らべ ，以 下 の 点

を明 らか に した．

　1． 乾 燥菌体 の H20 懸 濁 液 で は 300　mg 〜1g／kg の マ

ウ ス 腹 腔 内投 与 で，一
般 行 動 の 抑 制 な らび に 異 常 と死 亡 例

が 見 られ ，
LDso値 （mg ／kg）マ ウ ス ：腹 腔 内＝300を得 た

が，30（lmg／kg 相 当の 抽出濾 過 液 で は 死 亡 例 お よ び 行動

の 抑 制 や 異 常 は 全 く認 め ら れ ず，菌 体 の H 、0 抽 出成分 は

有意 な全身毒性を示 さ な い もの と 考え られ た．

　 また，懸濁液 の 75，150　mg ／kg 投与群 で は，自 発 運 動

活性 お よび 75mg ／kg　hexobarbital睡 1民時 間 に 対 照 群 に

比 較 して 有意 な変化 は 認 め られ なか っ た．

　2．本抽出液 は モ ル モ ッ ト回 腸 で ， 容量 依 存 的 な 収 縮作

用 を示 した．U．e．濃 度 5× 10−Sg ／ml の 抽 出 液 に よ る 収 縮

は 10−5Macctylcholine
（ACh ） に よ る収 縮 の 約 70％ で あ

っ た ．こ の 収 縮 は 10
−7Matropine

前処 置 で ほ ぼ 完全 に 抑

制 さ れ た が ，chlorpheniramine 　 maleate で は 10
−6

　M で 抑

制 され ず，104M で 抑 制 され た．

　3． 回 腸 収 縮 反 応 は，cholinesterase （ChE） 阻 害 薬

10−7Mneostigmine に よ 1）増 強 され た ．

　以 上 の 結果 よ り， ク ロ ボ キ ン 抽出液 に は，ACh 様 の 腸

管収 縮 を惹 起 す る物質が 含 まれ て い る か ，或 い は 腸管 の 組

織 か ら ACh を遊離 さ せ る 作用 が あ る と考 え られ る．本菌

の 共生す る コ モ 抽出物 の 和漢薬 と して の 効能 に ，こ の よ う

な 物質 の 作用 が 関与 して い る 可能性 が 示 唆 さ れ た．

緒 言

　イ ネ科植物 （禾本科 Gramineae）に 属す る 多年性 の 草

本
‘
コ モ （菰 ）Zieania　tatffolia　TURcz ．’に 寄生 す る

‘
ク ロ

ボ キ ン ［Jstilago　 e∫cntenta 　P．　HENN ．
’
（以下 U．e．と 略す）
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　　 Photo　1．　 The 　Plant“Zigania　lattfolia　TuRcz．”Gramineae

（A ） The 　very 　newly 　grQwn
“Zieania磁 痴 磁

”
cultivated 　in　the　Hoshi

College　Botanical　 Gardcn．互：；−b）

（B）The 　host．parasite 　called 　
“
ma −

komotake ”in　Japanese　and “
liao　sun

”
in　standard 　Chinese 〔Manda ．

rin ），which 　is　a “hypertrophied　spro し1t　of 　Zizania　lattfolia．”The　good
crop 　at　Meijo　University．〔C）Abig “

makono ．tate”〔ca ［led“jiao　sun
”
）

brought　frorn　Fonnosa ．

は 1895年 ドイ ツ 人 の P．Henningsに よ っ て 発 見 さ れ 命名

され た
5’a ）．こ の 母 体 植 物 の 幼 稈 が こ の ク ロ ボ キ ン に 感 染

す る こ と に よ っ て 生 じ た カ ル ス 状 の 物質 は
‘
マ コ モ タ ケ

（菰筍）
’

と 呼ば れ，現在 中国や台湾な どで 食用 植物 と して

広 く好 まれ て い る （Photo　 1）．もと も と
‘
コ モ

’
は 東南ア

ジ ア か ら東 シ ベ リア に 亘 る 亜 熱 帯
一温 帯を原産 地 と し，池

や 沼 地 ， 河 川 の 水 ぎ わ に群 生 して い た．日 本で は 太 占の 昔

か ら薬草 と して 尊 ば れ 後 に 生 薬 の 原 料 と な っ た
2・3・5・6 −a ）．

現 代 で は こ の 植物全草 （或い は 葉） に 加 工 を加 え た もの が

民間療法の 一
つ と して 「真菰健康法」 とい い 飲料や 浴 用 に

用 い られ ， 自然 食 ， 健 康食愛好家 に そ の 効用 が 伝承 さ れて

利用 者 が 約 4 万 人 （昭 和 55年）い る と い う
6 −c・e ｝．しか し

民 間療 法 に 対す る 学術 的 な 根 拠 は 不 明 で あ る．赤松 e は

‘
コ モ （菰 ）

’
の 薬 用 を 詳 し く記載 し て お O，TABLE　Iは そ

れ らを纒 め た もの で あ る．しか し後 の 考 察 で 述 べ る 如 く

TABLE　Iの 薬効 （作用 ）の 幾 つ か （無毒 ， 利 五 蔵，解酒，

消食，利腸 胃，調腸 胃，利大小便等） は 本研 究 で 得 た 知見

との 関連 も推 測 され る が ，確定す る に は 更に 明 細 な研 究 が

必 要 で あ ろ う．

　科 学的 に は，こ れ まで に
‘
菰
’
お よ び

‘
ク ロ ボ キ ソ に つ

い て 形 態 学 的 検 索 や 栄 養 学 的 な分 析
S −a・5−e ）

の 他，生 物 化

学的研 究が な さ れ て い る
7 −a・b 〕．ま た Ustilago属 と し て 植

物病理学や 菌瓔形成上 の 報告等が 残 され て い る
7−c・d，e）．ま

た Fischer ら
8）

は Pusch 〔1893）が マ イ ス ，燕 そ し て 鶏 に

お い て 黒 穗 胞 子 （wheatsmut 　spores ，　 Ustilago属）の 多

量 か っ 集 中的 な 給餌 に よ り激 しい 胃腸炎を起す こ と，ま た

妊娠 して い る モ ル モ ッ トと畜 牛 を流 産 させ る （実 験 結果 は

な い ） こ と，しか しそ れ は 毒性 が 妊 娠 時の み 発 現 す る の で

あ っ て ， 常時 馬 ， 畜 牛 ， 羊 ， 山羊，豚等が 長期 か つ 多量 の

胞子 を食 し尽 く し て も害 は な い と報告 （後 に 撤 回，1912）

し て い る．Thrower ら
1）は マ コ モ タ ケ （菰 筍 ） の 生 成 は

≠ と して 宿 主組織 内 で の オ
ー

キ シ ン と サ イ トカ イニ ン
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TABLE 　I．　 The 　Medical　and 　Therapeutic　Effects　of　Ziaanin　lattfolia　TuRGz．，
　　　　 Sumrnarized　in　Table　Form　According　to　the　 BoQk

“Wakan −

　　　　 Yaku （和 漢薬 ）
”Written　by　Akamatsu 　K．（赤松 金 芳）1970

菰 　 の 　効 　用
菰 部 位

菰 （菰根 ） 子 実 （菰米）　茎 瘤 （菰 筍 ）　中心茎 （菰手）

作用　 無 毒

　 　 　利 五 蔵

　 　 解 酒

　 　 　消 食

　 　 　利 腸 胃

　 　 　調腸 胃

　 　 　解 煩 熱

　　　 止渇

　 　 　利大 小便

　 　 　止 小 便利

　　　滋人歯

　 　 　黴毒

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

応用　 酒毒

　 　 酒 敲

　 　 　 目黄

　　　日赤

　 　 　腸 胃痼 熱

　 　 　煩熱

　　　熱痢

　 　 　胸 中浮熱 風気

　 　 　胸 中煩

　 　 　消 渇

　 　 　水痢

　 　 　小 児風瘡

　　　卒心痛

　 　 　火傷 瘡

　 　 　 白癩

　 　 　癧 瘍

　 　 　毒 蛇傷 囓

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

（auxins 　 and 　cytokinins ）の 生 産 強 化 が 要 因 で あ る と して

い る．然 し乍 ら総 じて 黒 穂 繭 に つ い て の 体系的な薬 理 学的

研究は，い まだ な さ れ て い な い と考 え られ る．そ こ で 我 々

は こ の 植 物
‘

コ モ
’

の 薬効 の 科学的な探索 を試 み ，特 に 薬

効 の 由来 と して
‘
コ E

’

に 寄生す る
‘

ク ロ ボ キ ン
’
（黒穂 菌）

に 注 目 し， 小 動 物 を用 い て 以下 の
一般 薬理 学 的研 究 を行 っ

た の で報告す る．

実験材料 お よび方法

　実験試料 ク ロ ボ キ ン の 分 離培 養 （原 らに よ る ）
7−a，b）

　 ク ロ ボ キ ン の 分 離培 養 の フ ロ
ー

チ ャ
ー

トを Fig．1 に 示

す．

　培 地 ： ク ロ ボ キン 用 に 開発され た 培地 は 数種 類 あ る
8−b ｝が ，

我 々 は Czapeck−Dox 培 地法 を土 台 と し，原 ら
7一”）

の 基 本

培 地 組 成 を参 照 し て 調 整 した ．即 ち，培 地 組 成 （単位 g）：

1％ Agar 　 maintenance 　 medium （pH 　6．0）： （NH4 ）2SO4

3．0 ；K2HPO41 ．0 ；MgSO べ 7H200 ．5 ；KCI 　 O．5 ；

FeSO4 ・7　H200 ．01 ；Sucrose　20．0 ；Agar 末 10．0 ；マ コ

モ タ ケ エ キス 50 （ml ）；精 製 水 に て 全量 11 と す る．

　 こ れは 保存用 固 形 培 地 の 組成 で あるが ，初代 と主 培養 の

c　 ケ 匚 ポ キン恒一 衄 ⊥ ボ 主 劇 廴鎚 養

　 　 〔固 形 保 存 培 養 〕　 　 　 　 　 〔液 体 培 養 ｝

Fig．　l　The 　Flowchart　for　the　Cultivation　of
’‘
　Ustilcrgo　es −

　 　 　 culenta
”

液体振 盟 培 養 に は，こ の 組成 か らAgar 末を除 い た．培 地

は Autoclaveで 滅 菌 後室 温 に 保 存 し た．ま た マ コ モ タ ケ

エ キ ス を加 え た の で Czapeck−Dox の 処 方 の Sucrose　30　g

は 20g と した．

　マ コ モ タ ケ エ キス （菰 筍 の 抽 出液 ）の 調製 ：三 重 県農業

（274）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

試 験場 か ら供与され た 中国長沙系 の 品種を名城大学農学部

付属農場 で栽 培 し ， 10月 中 旬 に マ コ モ タ ケ を収穫 した．

胞 子 を生 じた マ コ モ タ ケ を細 断 （slice）し，60〜80℃ で

温 風還 流乾燥 して 得 た 乾 燥 マ コ モ タ ケ に そ の 体積 の 20倍

量 の 水 を加え 30分聞煮沸還流抽出した 後 ， 1cm 厚に 固め

た ろ 紙 パ ル プ で 濾 過 し た．こ の マ コ モ タケ エ キ ス を生育 因

子 と して 培 地 に 添 加 し た．

　 ク ロ ボ キ ン の 分 離 1−E記マ コ モ タケ の 皮 を除き，表面を

70％ alcohol で 完 全 消毒 し，黒 穂胞子 の あ る小 片 を培地

に移 植 し，継 代 保 存培 養 に 供 した ．

　 培 養条件 ：継 代 保 存 培 養 は 25℃ の イ ン キ ュ ベ ー
タ
ー

で

行 っ た．初代培 養 は 500m1 の 坂 口 式 振 盪 フ ラ ス コ に 150

ml の 培 地 を 加 え，保 存 菌 を添 加 して 25℃，3 日 間 の 往復

振 蘯 培養 （振幅 45mm
，
100 回／分）を行 っ た．

　 主培養 は 同様 に 500ml の 坂 口 式振 盪 フ ラ ス コ に 150　ml

の 培地 を加 え，初代 培 養 菌 液 10ml を添 加 し，25℃，7 日

間の 往復振 蘯培養 （振幅 45mm
，

100 回／分 ）を行 っ た．

　 クロ ボ キン の 確認

　   上 記黒 穂菌分離の 際，そ の 黒 穂 胞 子 を検 鏡 し た 時，

胞 子 は 10 μ m 前後 の，暗褐色 の 球 形 ま た は 楕 円 形 で 表 面

に 多数 の 突起 を有 した．こ れ は文献
4−a〕

に 合致す る．

　  恒 温 槽 内振 盪 培養，24 時間後 の U ．e．は 培 養 液 中 に あ

っ て，既 に コ ロ ニ
ー

が 肉眼 的 に 観察 さ れ た．こ れ は ， 3 日

後 に は 培 養液中で マ リモ 様 の 球状 コ ロ ニ
ー

と な っ て 多数観

察さ れ た．こ れ を U．e．の 菌糸体 mycelium （菌糸 の 集合

体 ） と見 做 し採 種 した．

　   水 洗 を繰 り返 した後 こ の 菌 糸 体 を ほ ぐし，400 倍 の 検

鏡下，ス ラ イ ド上 カ バ ー
グラ ス 下 に

一
定 量 の 水 の 層の 中に

固 定 して 観察 した U ．e．は，そ の 濃 い 部 分 は
‘
林
’

の 様 或 い

は
‘
森
’
を視 る如 くで あ り，そ の 極 く まば らの 部 分 を ， 光

度 を上 げて 視 る と U．e．の 形態 は棒状 （糸状細胞），前菌糸

promycelium で あ っ た ．そ の 長 さ は
一

様 で は な く長 い も

の は 隔 壁 が あ り 1列 の 数個 の 細 胞 か ら成 り，所 々 分岐 して

別 の 細胞が 続い た．更 に 枝 分 か れ して 菌糸 の 蔓延 す る様を

見せ て い た．こ れ は文 献に
一
前菌糸に は 隔壁 を欠 くもの ，

3 個また は 不定数個 の 隔 壁 を持 つ もの
， 単純 な形 の もの ，

不規則 に 分岐 した もの な ど い ろ い ろ な も の が あ る等
4 −f）

，

ま た 前 菌糸 は横列 し小生 子は その 隔壁の 部分 と先端 に 出来

る
4−9），小 生 子 を頂 生 及 び側 生 す

4 −a・D 一
と あ る 通 りで あ る．

更 に 図
4−a ）に

一
致 す る．

　  検鏡下 に 観察 した 小生 子 の 数 が 不定 で あ る点 に 異 担

子 菌 の 特性
’
を認 め た ．一

各子 柄 上 に 生ず る分 生 子 数 （小

生 子 に 同 じ） は各種 毎 に 常 に
一

定 し，栄養 の 状 態に 因 り，

差異 を生 ずる こ と無 し （黒 穂菌類を除 ⇔
4−d）一とあ る通 り

で あ る．

　  次 に ，更 に 4 日 後 （培 養 1 週 間 後 ） の 検 鏡 で 観察 し

た U．e．は 棒状 の 菌糸 は 存在 せ ず，所 々 で集合 して い る が，

大小無数 の 米 粒様形 態 の 粒 子が 概 ね ば らば らで 観察された ．

こ れ は U ．e．が 豊 か な 栄養
一
液 体 培 地 の 中で 多数 の 小生 子 を

生 じそ れ らが 更 に 酵母 状 に繁 殖 した結 果 の 状 態 と解 釈 出 来

る．文献 中の 第 194 図 24
−d）に 同 じで あ る．

　 培 養 で 得 た クロ ボ キン を遠心分離 に よ る水洗 浄 を 3 回繰

り返 した後，凍結 乾燥をして デ シ ケ
ー

タ
ー

内 で保 存 し以 下

の 実験 に供 し た．

　 実験 1． マ ウ ス の 行 動 お よ び 全 身症状 に 及ぼ す U．e．投

　　　　　与の 影 響

　 実験 1−・1．全 身症状 お よび 死亡 率 の 検討 （懸濁液）

　実 験 動 物 ：体 重 25．1〜35．3g の 6週齢 ddY 系雄 1生マ ウ

ス （東京実験勤 物 よ り購 入）を 1群 6 匹 と して 4 群使 用 し

た．

　被験薬物 ： コ モ ク ロ ボ キ ン （U．e．）菌体．

　薬物投与 ：U．e．菌体 を， 各々 生 理 食塩 水 に 懸濁 し，そ

の 均
一

な状 態 の 懸 濁 液 を腹 腔 内 に 0．1〜0．4ml／10g 体 重

の 範囲で 注射 して死 亡率 お よび 全身症 状 を観 察 した．試験

し た 用 量 は 300　mg ／kg，600　mg ／kg ， 1g／kg で あ る．対

照群 に は 生 理 食塩 水 を腹腔 内に 注 射 した ．

　 実験 1−2．全身症状 お よび 死亡率 の 検討 （抽出液）

　実験 動物 ：体 重 28．5〜36．5g の 6 週齢 ddY 系 マ ウ ス 雌

性 （12匹〉雄 性 （6 匹） （船 橋農場 よ り購 入 ）を，
U．e．に

は 1群 6匹 と して 2群，対照群 に は 1 群 3匹 と して 2群使

用 した．

　被 験 薬 物 ： コ モ ク ロ ボ キ ン 菌体 ．

　薬物 投 与 ： U ．e．菌体 150　mg ／kg，300　mg ／kg 相当を 4℃

に て Tyrode 溶 液 に 20 時間浸 漬 した の ち菌 体 を遠 心 分 離

に よ り除去 した 抽出液 （pH 　6．9） を腹 腔 内 に 投 与 し て 全

身症 状 を観 察 した ．対照 群 に は Tyrode 溶液 （pH 　6．9）を

腹腔 内 に 投与 した．

　実験 1−3． マ ウ ス の 自発 運 動活性 に 及 ぼ す U ．e．投与 の

　 　 　 　 　 　影 響

　実験動 物 ：体 重 25〜28g の 6週 齢 ddY 系 雄 性 マ ウ ス

（東京実験動物 より購入）を 1群 6匹 と して 3群 使用 し た．

　被験 薬物 の 投与 ：U ．e．菌体 75　mg ／kg，150　mg ／kg 相 当

を生 理 食塩液 に 懸濁 し，容量 0．63〜O．73　ml （0，35　ml ／10

g 体 重 （＝O．1〜0．4ml ／10gbw の 範囲） で あ る） を 腹 腔

内投与 し た．対 照 群 は 生 理 食塩 液 を
一

様 に   ，6ml 腹 腔 内

投与 し た．

　測定操作 ：群大式 Tilting　cage 法 に よ りマ ウ ス の 自発

運 動 量 （spontaneous 　motor 　 activity ：SMA ）を 測 定 し

た．locomotor　count の 記録 に は Amblometer 　NEC 　 PC−

8801mkII を使用 した．室温 22± 1℃ の 動物室 で 1 日の 予

備 飼育後，測 定用 ケ
ー

ジ に 入れ て 30分間馴化 した 後 に 被

験 薬 物 U．　e．を腹 腔 内 に 投与 し た．adjustation 　30分 （馴

化）， 測 定 間 隔 10分 ， 最長 時間 180分，計 21 回測定 と し

て 入 力 し，locomotor　activity を記 金隶した．（特 に 投与時
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聞が か か っ た 場合，その 10〜20分 ＝1〜2回 の 測 定時間を

加 え て 入 力 し た．）対照 群 に は 生 理 食塩 液 を腹 腔 内投 与し

た．

　実験 1−4． U．e．投与 に よ る マ ウ ス の hexobarbital 唾眠

　　　　　 延 長 効 果 の 有無の 検討

　実 験 動 物 ：体 重 24．5〜29．9g の 6週 齢 ddY 系雄 1生マ ウ

ス （東京実験 動 物 よ り購 人 ） を 1群 10 匹 と して 3 群使用

した．

　 被 験 薬 物 の 投 与 ：U ．e．の 生 理 食塩 水 懸 濁 液 を腹 腔 内 に

投与 した．試験 した 月］量は 751ng ／kg で あ る．対照 群 に は

hexobarbital　100　mg ／kg 相 当量 を皮下 に 投与 し た （pH

11）．

　 譯式薬 ：hexobarbital　 100　mg ／kg．

　操作 ：  U．e．処 置群 は，　 U．　e．75　mg ／kg を 腹 腔 内 に 投

ケし 3  分後 に ，生 理 食塩 液 に 溶 解 した hexobarbital　100

mg ／kg を皮下 に 注射 し た．  対 照 群 10 匹 に は hexobar −

bitalの み を皮 下 に 注 射 し た．  マ ウ ス に お け る正 向反射

の 消 失 の 時 間，発 現 ま で の 時聞 を測 り，睡眠導入 お よび 睡

眠持続時聞を測 定 した ．

　実験 II． モ ル モ ッ ト摘出回 腸平 滑筋 の 収縮反応 に 及 ぼ

　　　　　 す U．e．投与の 影響

　実験 動 物 ：体重 300〜600g の Hartley 系 雄 ［生 モ ル モ ッ

ト （船橋農場 よ り購 入 ） を用 い た．

　被験薬物 ： U．e．は Tyrode 溶 液 を用 い 80〜85℃で 調製

抽出 し，抽出懸濁 液，抽 出 E澄 液，ま た抽 出 濾過 液 三 通 り

の 投与液 を試験 し た．

　対 照 試 薬 ：acetylcholine （ACh ）dichloride，　 atropine

sulfate ，
　 histamine　 dihydrochloride，　 chlorpheniramine

maleate
，
　 neostigmine 　bromide ．

　実験方法 ：  常法 （マ グ ヌ ス 法）に 従 い モ ル モ ッ ト摘 出

回腸 平滑筋標本を栄養 液 中に 懸垂 し，等張 性 （isotonic）に，

収縮 弛 緩 を観察 した．Organ　bath容 量 10ml ，恒 温 27℃，

通気 は 空気 と した．測 定機 器 ：isotonic・Transducer　 No ．

20288，Thermal　array 　 recorder 　90Y103 ，　 DC 　Amplifier

（日 本 光 電 ）；Pen　recorder （日 立 製作所）．

　  被 験 薬物 ：ひ ε．濃 度 10
−2

お よ び 3× 10
−2gfml

相 当

の 懸濁液 を調製 した．す な わ ち 秤 量 し た U．e．を乳鉢 で微

粉 末 と し た 後 に 約 80℃ で Tyrode 栄 養液 を 加え良 く攪拌

し 1〜2 時間放置，均
一な 懸濁物 （沈 澱する）を確認 した 後，

濾紙 に て 濾過 し淡黄色透 明 抽 出液 を得 た．一
部の 実験で は

均
一な 懸濁液 そ の ま ま を供 した．こ の 調製原液 より 10倍

希釈 を繰 り返 し 累 積 投 与 液 を 調 製 し た．10
−2g

／rnl 液 の

pH は 6．35， 10−3　g／ml 液 の 浸透 圧 は 299　mOsM （cf．　saline

Osmolality：284） で あ っ た．

　 U ．e．累 積 投与濃度範 囲 ：10
−6〜5× 10−3 お よ び 3× 10

−B

〜5．4× 10−3g ／m1 伍nal 　bath濃 度）．

　 比較対照試薬濃度 ：ACh 　10−7　M ；atropine 　10
−9，10

−7
　M ；

histamine ユD
−7　M ；chlorpheniramine 　maleate 　1（1

−ti
，10

一
 

10
−4M

； neostigmine 　bromide　1 一9，　 1（广7，　10
−6

　M （finaI

bath濃 度）．

　栄養液 Tyrode 液 の 組 成 （単位 r1M ）： NaCl　l37．0；KCl

2．70； CaCl2・2H202 ．50； MgC ユ21 ．00； NaH2PO ，

・2H20

0．40 ；NaHCO ， 2，50；Glucose　 5，50．

　標 本 作 成 ：回 腸 の 回 盲部 か ら約 30cm 　 L部 15− 25cm

の 範囲 で 3本 の 標本を作成 した．

実　験　結　果

　1．抽出液の 性状

　凍結乾燥 した 試料 の ク ロ ボ キ ン は 灰淡 褐色 で，水 に 溶解

しに くい 部分 噛 休 ）が 多 く，懸濁 液 は粘 性 高 く，付着性

が ある．また 菌体 は一種 の 微粒 子 で あ るた め 懸濁液 は 容易

に 沈澱 を生 じ る もの の ，上 澄 液 は透 明 に は 成 り難 い ．

　実 験 IIで ク ロ ボ キ ン の 凍 結 乾 燥 品 を Tyrode 液 に 懸濁

させ 24 時間冷 蔵放 置 の 後 冷 却 高速遠 心 機 （RS・181V ）

で 2℃，12，000r．p．m ．（11，000× g），10分間の 遠心 分 離 を

行 っ た と こ ろ，や や 濁 っ て は い た が 上澄 液が 得 られ，更 に

0．45 μ
In の フ ィ ル タ

ー
で 濾過 した と こ ろ，濾 液 は 淡 黄色

透 明 な 抽出液 とな っ た．

　実 験 1−1，13 ，1−4 は ク ロ ボ キ ン を懸 濁 液，1−．2 で は 抽

出液 を用 い て 行 っ た．後 述 す る よ うに 1・．1 と 1−2 に つ い て

は 異な る結果 を得 た が，実験 IIで は ， 透 明 抽出液 と懸濁

液 の 両方を用 い た とこ ろ 同様 の 作用 を認め た ．

　2．実験 1． U．e．腹 腔 内 投 与 後 の マ ウ ス の 行 動 お よ び

　　 全 身症 状

　 実 Wt　1−1．

　最 高用 量 1g／kgi ．p．で ，投与直後 は 対照 との 相違 は 見

られ な か っ た が ，2 時間後 に は，対 照 群 は行 動 正 常 （hang −

ing，　 standing ，　 running ，　 wa ！king，　seif・grooming ，　 scrat ．

body　etc ．），食欲 旺 盛 （drinking，　 eating ） と な っ た の に

反 し，ひ 8．投与群 は動 きは 少 な くな り腹部着床 （1ying）例

も認 め た．24時 間 以 内 に 6例 中 5例 が 死亡 し，48 時聞以

内に 残 りの 1例 も死 亡 した．死 亡 に 至 る経 過 で は，よ ろ め

き 歩行 （staggering 　gait），うず く ま り （crouching ），腹

部着床 （lying），眼 瞼 下 垂 （ptosis）， 流涙 （lacrimation），

ド痢 （diarrhea），心 拍動 増強 （あらい 呼吸）等を認 め た．

　 U．e．投 与 群 6DO　mg ／kg と lg／kg の 内 6 例 に つ い て ，

死 亡 の 直前 （瀕 死 状 態 の マ ウ ス を切 迫 屠 殺 した もの ） と直

後 に 解剖 を行 っ た と こ ろ，大量の 菌体が 腹腔 内 に貯 留 して

お り腸 の
一

部 癒着が 見られ た．

　 本実験 で の 死 亡 率 は 下 記 の 遁 りで ある．平均値 n ＝12

　　投与量　　75 （mg ／kg）　 15G　　 300　　 60 

　　死 亡率　　　　O／12　　 4／12　 7／12　 11／12

　 実 験 1−2．

　 150， 300mg ／kg 相 当の 菌体 Tyrode 溶 液抽 出液 の マ ウ
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ス 腹 腔 内投 与 で は，投 与後 72時間 ま で の 死 亡例 は な く，
一般 行 動 の 異 常 も対 照 群 と比 較 して 全 く見 られ な か っ た．

更 に投 与 後 216時 聞 （9 日 目） で も死 亡例 は な く，体重 の

変化 もなか っ た （Fig．2＞．

〔
 
圓⊂．
0）
匚一
価
〇一
‘

0　
Φ

3
＞

口

0
ロコ

302520151050

冒麗
゜

甼鐸蹤 ，IE馨T）

150mg 盈 9300kglkg Ave

Fig．2．　 Body −Weight　Gain　of　ddY 　Mice　Treated　with し「stii．

　　　 ago 　 esculenta 　 at　150　 and 　300　mg ！kg　and 　That　 with

　　　 the　Same 　Doses　of 　Tyrode 　Solution （ContrQI）

　　　 The 　cQrresponding 　values （Ue 、・treatment 　and 　con −

　　　 tro1）　in　both　 cxperilnents 　（150　mg 　 and 　300　mg ／kg ）

　　　 were 　averaged ，　 which 　is　shown 　in“Ave ノ
’
Each 　co1 −

　　　 umn 　represents 　the　mean ±SE ．（U．e　 n ＝6）．

（
⊆一
EO

「
⊆

雨
Φ

Σ）
oD一
⊆

コ
OO

》
ゼ

〉二
り

司」
〇一
〇厂
匚

OQO

」

（
⊂一
∈
00
り

し

ω←
匚

コ

OO

者一
≧←
O
邸

一
 ←
O
ト

1008060402Q0
〔A）

一
て广
一

Sallne−一
●
一一75mg ／kg

−−D − 　150mg 〆kg

“ eegdibedned

　実験 1−3．自発運動量 に 対す る U．e．の 作用

　工0分間毎 に 測定した locomotor 　activity 　counts （mean

7z＝6）は 180分 の 経過 を通 し，　 U．e．投与群 （75 お よび 150

mg ／kg） と対照 群 （saline ）に 有意 な 差 は 認 め られ な か っ

た （Fig．3−A ）．ま た 180分 間の total　activity も濃度に 依

存 して 増 加 傾 向 は 認 め られ る もの の
， 有意 で は な か っ た

（Fig．3−B ）．

　実験 1−4．hexobarbital唾眠延 長効果

　び 6．75mg ／kg 腹 腔 内 投与甜 と 対 照 耕問 で ，　 hexobar−

bital唾眠導 入 時間お よび 持続時間 に 有意差 は なか っ た

（Fig．4）．

　 実 験 II．　 U．　e．の モ ル モ ッ ト摘 出 回 腸 平 滑 筋 に対 す る作

　 　 　 　 　用

　  U．・e．の Tyrodc 抽出液 は 緩徐 で 持続 の 長 い 収縮 を惹

起 し た 〔Fig，5−A ＞．こ の 作 用 は 懸濁 液，遠沈 上 澄 液 の い

ず れ で も同様 で あ っ た ．即 ち，懸濁液，透 明 な 濾液共 に モ

ル モ ッ ト摘出回腸平滑筋 に 対 して 同様 の 収縮作用 を示す こ

とが 認 め られ た （Fig．5−B）．

　  モ ル モ ッ ト摘 出 回 腸 平 滑 筋 標 本 に お い て cce．存在 i・

で は，ACh の 収縮力が 増 加 さ れ た （Fig．5−C）．

　  U．e．は，モ ル モ ッ ト摘 出 回腸 に 対 して 著 明 な 収 縮 反

応 を惹 起 し，そ の 最 大 反 応 （5× ／0−3g ／ln1 （，1　e ）は ACh
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Fig．3，（A ）Locomotor 　Activity　 of 　ddY 　Mice　durmg 　180
　 　 　 mill 　Test　Period

　　　 Following　30　min 　habituatlon　period，　anirnals　were

　　　 treated　with し「Sti！ago 　esctfgenta 　and 　saline　〔contro1 ）．
　 　 　 No 　 significant 　difference　was 　found　between　both

　 　 　 9 「OUPS ・

　　　 （B） Total　 Locomotor 　Activity　Counts　in ひ 嘉  o

　 　 　 escu ！enta −Treated　 and 　Control　Groups，　 Which 　Were

　 　 　 not 　Significantly　Dlfferent

（277）

Fig．4．

2500

　 2000

冨
包 　1500

矍
ト 　 1000500

（B）Sleep至ng 　t正me

Infiuence　of こJstitago　 esc κ9enta　oll　thc　Time 　of　Onset

（A） and 　 Duration （B）of 　 the 　Sleep　Induced　 by
Hexobarbital　 Bromide 　（100　mg ！kg） Subcutane・
ously 　Injected　to　Each　Group

Corresponding　saline 　groups　were 　Qnly 　treated　with

hexobarbital　 bromlde．［：］Control　（100　mg ／kg　hex．
obarbitaD 　and ■　（75　mg ！kg　U ．e．十 1001ng ／kg　hex・
obarbltal ）．B 〔｝th　parameters 　 were 　 not 　significantly

different　between　control 　and 　treated　groups ．
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（A ）Representative　Trace　of 　Contractl〔）ns 　of　G しlinea ．Pig　Ileum　Induced　by　Filtered　Liquid　of
σ．召．Extract
The 　contraction 　was 　sustained 　for　more 　than　3　h　unless 　the　preparation　 was 　washed （not

shown ）．
（B）Contractions　of　Guinea．Pig　Ileum　Induced　by　Suspended　Solution　of　 Ustilago　 esculenta

and 　Filtered　Liquid　of こJ．e．　Extract，　and 　Their　Inhibition　by　Atropine （10
−9

　M ，10
−7

　M ）

Ordinate、contraction 　 as 　expressed 　by ％ Qf 　maximum 　contraction 　produced 　by　 U．e．　 suspen −

sion 　in　the　absence 　of 　atropine ，　 Each　colurnn 　represents 　the　mean ± S．E，＠＝5）．
（C）Innuence　of　the　Ustiiago　 espttgenta 　Liquid （10

−2
　g／mD 　 Extracted　with 　Tyrode 　Solution

on 　the　Acetylcholine（1017M）・lnduced　Contraction　of 　Guinea・Pig　Ileum
Ordinate； cQntraction 　as 　expressed 　by ％ Qf 　control 　cQntraction 　prQduced 　by　10−7　M 　acetyl−
choline 　in　the　absence 　of 　U．　e．　 Each　column 　represents 　the　mean ± SE 　（n ＝8）．

の 最大 反 応 （10
−5M

） の 約 70％ で あ る こ と が 認 め られ た．

ま た，U．e．の 作用 は atropine の 前処 1 に よ り濃度依 存的

に 抑 制 され た （Fig．6−A ）．

　  histamine 　10
−7

　M を対 照 薬 とす る と き，モ ル モ ッ ト摘

出回腸 に 対 して U．e．は 4．5XlO
−3

　gfml の 濃度 で histam −

ineの 80％以上 （n ＝8）の 収縮反応を惹起す る こ と が 認め

られ た （Fig，7−A ）．また histamine の 作用 は chlorphenir ・

amine 　10
−6

　M の 前処 置 で ほ ば 完全 に 抑 制 され た が U．e．の

作用 は 10
−6M

の chlorpheniramine の 前処 置 で は影 響 され

なか っ た （Fig，7）．そ して 104M の chlorpheniramine 前

処 置 で は 抑 制 され た （Fig．8A ）．しか し なが ら ACh の 作

用 も， 10
−4M

の chlorpheniramine の 前処置 で 同程 度 に 抑

制 さ れ た こ と （Fig．8−B ）か らこ れ らの 抑制 は chlorphenir −

amine の atropine 様作用 に よ る もの と 考えられ る．

　  U．e．の 回 腸収縮反応 は，　 ChE 阻害薬 の neostigmine

lo’7　M 以上 の 濃度 に よ t〕増強 さ れ る こ と を認 め た （Fig．9−

A ）．neostigmine 　10
−7

　M に よ る 増 強 作 用 を，単 回 投与 に

よ り，U．e．と ACh と比 較 した結 果 を Fig．9−B に示 す．

考 察

植 物
‘
コ ぞ の 薬効 は 古 い 文 献 に 記録 が あ る．赤松

6 司

に 基 づ き そ の 薬能 を表 に 纒 め た （TABLE　I）．ま た 国会 図

書館古典籍資料室貴 重 書 と して 所蔵 され て い る 『古文書』

一中 国 の 医 学 書一に も，  菰 筍 の 主治 （＝作 用） と し て

“
酒 毒 を解 し，丹 石 の 毒 発 を圧 す る

”2・1°）
，  

“
成 熟 菰 筍 に

生成す る 黒 ゴ マ 様 の もの を
‘
ま こ も ず み

’
や 烏 鬱 （コ モ

ノ ズ ミ）
7

と称 して 婦人の 髪 に 塗 る もの
”2−c｝， 

“
烏鬱 を婦

人 の 黛 と して 甚 だ よし，茎根 を焼 い て 灰 に した もの 亦佳 し，

油 に まぜ て 禿 に 塗 れ ば 毛 髪 を生 や し得
”
2−b）

等多 くの 記載

が あ る．      は 原 文 の ま ま或 い は 校定国譯文
2−d｝か ら記

した．

　 また 最 も古 くは Hippocrates （460？〜377？ B ，C ．） に
‘
コ

ぞ と同族植物 で あ る
‘
ア シ

’Phragmites　 communis の 管

状 の 茎 に つ い て ，医療器具 と して の 用途や 「第三 巻　植物

注釈」 に は
“
畑や 海岸 な ど に 多 く育成す る イ ネ科 多年生雑

草 に 温め る作用 が あり，特 に 痢尿薬 と して 用 い られ た
”

と

言及 して い る
9〕．Dioscorides（第一世 紀 頃 A ．D．）に は 沼

地 な ど に 生 え る
‘
ガ マ

’TyPha ‘α’  磁 の 花 Panicula が

“
火 傷 治 療 に 良 い

”
こ と が 記 さ れ て お り

1°），こ れ ら 同類 の

植物 に つ い て の 記録 は 日本 の 神話 （古事記） に あ る大国主

命 と 因幡 の 白兎 の 火傷治療 の 話を思 い 出させ る．

　 以上 の ご と く薬草 と して，古 くは 生 薬 と して ，今 で は 民

（278）
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Fig．6．　（A）Contraction　of 　Guinea−Pig　Ileum　l）y　the　Extract
　　　 of こ観 ∫  o　 esculenta 　 as 　 Expressed　by ％ of 　ACh

　　　 （IO
翩ア

M ）−Induced　Contraction　with 　or 　without 　Atrop−

　 　 　 ine　Sulfate
　　　 （B） Contraction　 of　 Guinea・Pig　 Ileum　 by　 Acetyl−

　　　 choline 　as 　Expressed　by ％ of 　Maximum 　Contraction

　　　 with 　or 　without 　Atropine
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竃
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鴦
セ　 408
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（A ｝
† 　@　@　　U　　e　　contr
tion 唖一

Ue
．＋10’6　 M　Chlorpheni

mine

　
0@80

鬘

鴦 60

萱

4

0

6 （ B ） 5 　 　

　
4　　　　3 　−

9 （9！ml） 中HIStamine 　Co

raction ＋Hls ＋1tr6　M 　ch［ erph

i

mine2 間 薬 ，自 然 食 品 と して取り扱わ れて い

が ， 上 述 の 作 用 に つ いて の 記 述の多くは ，宿主で ある

物 本体 と ， そ の 寄 生 菌 と の 区 別 を 必 ずしも明
確 にして お

ず（赤 松 ）6 ） ，或 い は繭 体を も
って主効と す る もの もあ

11 〕 ． そ こ で 我 々は 今 回 の 研 究に おい て ， 特 にマコ

タケ （ 菰 筍 ） に 注 目 し ， 寄 生 する ク ロ ボキ ン につい て

薬理学 的 検 討 を
行
った ． なお 生物界 に は コ モ ーク ロ ボ

ン の 外 に ， ク ロボ キ ン と 称 せ ら れる類のもの（クロボキン 目Ust

aginales

は多 数 存 在 して いる 12 ） ． 　上記 文 献の効 能 書

に 口 渇の抑 制 ， 解 熱等の 記 載 が あ る ので中 枢 作 用 が

えられる ところで あ るが， ク ロ ボ キ ン 150mg ／ kg の

濁液では マウス の一般行 動 ，自発運動量 に，また75mg ／ kg で h

obarbital 睡 眠 時 間に対してい ずれも 影 響 を 与 えな

った （ Fig ，3 ，4＞． さらに ， 抽 出液 を用いて300

／kg を腹腔 内 に 投 与 し て も 全 身 症 状 に特
記 すべき 変

が 見 ら れ なかっ た こ と よD ， 本 菌の 抽 出物は 少 な くと

急性 効果 として は見

べ
き

中枢
作
用 を 有さな い も のと考えられる． 　一

， ‘ 菰 の 効 能 書き に は 整 腸 ， 消

， 解 毒 作 用 な ど 消 　 　
　　　 　10987

4 　　　　 　　　　　　　　− log〔M／1｝ Fig ．7．　（A ）Contractile 　Respon

s 　 of 　Guinea ・Pig 　Ileum　to 　　　the 　Extract 　of 　Ustilcrgo 　

culenta 　as　Expressed 　by ％　　　of 　 Histamine（10 −7 　M）・

duced 　Contraction 　in 　the 　　
　Presence

　or　Absence
of 　 10 −6 　M　

orpheniramine 　　　 Maleate 　 　　 （B ）Contractile 　Re

onses 　to 　Histamine 　 as　Ex − 　　　pressed 　by％of　Maxiln

　 Contraction 　in 　 the 　Pres
−

　　　ence 　or 　Absen

　 of 　 10 − 6MChlorpheniramine

ｻ 管 系 に 対する 作用が 記載さ れ てい る． そ こ で 黒穂 薗 の 腸

ﾇ に 及 ぼ す作用を調べた ． 即 ち常 法 （マ グ ヌス法）により

モ ル モ ッ ト 摘出 回腸を用いてクロボ

ン の 消 化 管 平滑筋 収 縮 作 用に つ い て薬 理 学的 検 討 を 加え

． 　その結果AChに 似 た 作 用 を 持 つこ と が 明らか に な っ

． これはatropine で 拮 抗 さ れ る こ と ，更 にChE 阻 害薬

neostigmine の前処置で増 強 さ れる こ と から推察される． ACh

縮 反 応 が ，　 atropine で拮抗 され neostlgmin

O 処 置 で 増 強 され ることは 本 研究でも碓認した（ Fig． 6， 9 ） ．

またク ロボキン の 作 用 は低濃度のchlorpheniramine によ

濶e 響を 受け ないこ とより histamine 或 い はhistam

e受 容体（ H 、）を 介する物質の 反 応 と は 考えられない． chlor ・

pheniramine は ，高濃度においては atropin様作用
を示

す の

， ク ロ ボ キ ン の 作 用が chlorphenirami

　10− 4　
Mで減 弱し たのはおそらく抗コ リン効果 によ る も のであろ う

Fig ． 8 − A）．高濃 度chlorphen

amine の ACh に 対 す る 抗コ リ ン 作用も確 認 し た

Fig ． 8 − B ）． 　 本物 質ク ロ ボ キ ン が 熱に安定であるこ

よD ， タ ンパク 質とは 考 えられず，ACh 以 外とすれば お そら

peptide （ ペ プ チド ） 或い は低 分 子 の alka

idのよう

ものか
も
知 れ な い ． 水 溶性 の部分は 配 糖 体 で存在し て い るの か
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Fig．8．　 Responses　 both　to　 U．　e．〔A ） and 　ACh 〔B ）in　 the

　　　 Presence　of 　High　Concentration（10
−4

　M ）of　chlorph −

　 　 　 emramlne

　 　 　 Ordinate； contraction 　 as 　 expressed 　by ％ of 　histam−

　 　 　 ine （10
−7

　M ）・induced　 contraction （A ） and 　 Qf　 max −

　　　 irnum　contraction 　produced　by　ACh （B）．

な い ．但 し本研 究 の 結 果 か らは ク ロ ポ キ ン が ACh 様作用

を示 す物質 そ の もの なの か 或 い は，モ ル モ ッ トの 回 腸 組 織

よ り ACh の 遊離 を促す物 質 で あ る の か は 決 め られ な い ．

　 ク ロ ボ キ ン 抽出物 の モ ル モ ッ ト回腸 収縮作用 は そ れ ほ ど

強 い もの で は な い ．今 回 の 実 験 で は，U．e．濃度 5× 10
−3

g ／ml に よ り，　 ACh 　lO
−7M

の 約 70％ の 収縮 に と ど ま っ た ．

作 用 の 発 現 は 比 較 的 な だ らか で あ り，一方 持 続 的 で あ っ た

（Fig．5−A）．多 くの 生 薬 に共 通 して 見 られ る効 果 が 緩 徐 か

つ 持 続 i生で あ る こ と を考 え る と，本菌 の 作用 は 興 味 深 い ．

こ の よ うな作 用 の 特性 か ら見 て ，回腸 の 収 縮 を もた らす も

の は ACh そ の もの で は ない 可能性 が 高 い ．本研究 は 第
一

段階 の もの で あ り，回腸収縮物質 の 抽 出，同定等に は至 ら

なか っ た が ，古典 に お け る 記載 の 意義を明 らか に す る 第
一

歩 の 研 究 と して，今後 は 活［生物質 の 同定が な され るべ きで

あろ う．

結 論

　
‘
菰 に 寄生 す る

‘
黒 穂 菌

’
の 水 抽 出液 は 直接的な中枢作

用 は 有 しない が，モ ル モ ッ ト回腸 を収縮 させ る ア セ チル コ

リ ン 様の 作用 を示 す こ と を明 らか に した ．こ の 抽 出 液 の 作
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　　　　　　　ACh ．＋ neostigmine 　　　　　 U．e、＋ neos 廿gmine

Fig．9、　 Enhancement　Qf　the　Response　of　Guinea−Pig　Ileum

　　　 to こJstilago　 escuienta 　by　Neostigmine

　　　　（A ） Two 　 separate 　 experiments 　 were 　 made （cQn ．

　　　 tractiQn 　l　and 　2）　in　the　absence 　Qr　presence　of

　　　 neostigmine 　（10
−9M ，10

−T
　M ），Ordinate； contraction

　 　 　 as 　expressed 　by ％ of　contraction 　2　in　the　absence 　of

　　　 neostigmine ．（B）Effects　of 　neostigmine （10
−7

　M ）

　 　 　 on 　the σ．e．　and 　ACh −induced　contractions ．　Ordinate：

　　　 contraction 　as 　 expressed 　by　％　of　 ACh （10
−7

）−

　　　 induced　contraction 　in　the　absence 　of　neostigmine ．

用 は ア トロ ピ ン に よ り抑 制 さ れ，ネオ ス チ グ ミン で 増強 さ

れ る の で ，次 の 可 能性が 考 え られ る．

　1．抽出液中に ア セ チル コ リン そ の もの が 含 まれ て い る．

　2． ム ス カ リ ン 様 ア セ チ ル コ リン 受 容体 に 作用 す る ア ゴ

ニ ス トに 類 す る物 質 が含 まれ て い る．か つ ，存 在 様 式 は 熱

に 安定 で あ る．

　3． モ ル モ ッ ト回腸よりア セ チル コ リン の 遊離を促す物

質が 含 まれ て い る．

　なお こ の 作用 は 生 薬に 特徴的 な，緩 和 で 複雑か つ 持続的

で あ る とい う特性 を持つ ．従 っ て ， こ の 薬効 を薬理 学的 に

単純 明確 に 捕 らえ る こ とは 困難 で ある が ， 興 味深 い もの と

考え る．
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養 に ご 協 力戴 い た 名 城 大学 船 隈 　透 助 教 授 に 深 謝致 し ま す．
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薬 科 大 学 柳 浦 才 三 名 誉教授，三 澤 美和 教 授，鈴 木　勉 助 教授，
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阿希 美 氏 （ス ミス ク ライ ン ビ ーチ ャ ム K ．K ．），　 Mr ．　D 、　Tuazon

（Prof，，　Univ．　 of　the　Philippines），長坂安子 氏 （聖 路加 国 際病

院） に深 く謝 意 を表 します．更に 本研 究完成 に ご 協 力戴い た 朿

邦大 学 高 橋 澄 子，田 中　光 両 講 師 また 縣 　直樹 氏 （メ ル シ ャ
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